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 有価証券残高は1兆9,000億円超と、総資産に占める割合は約16％。

 有価証券運用においては、残高のみならず、預証率も勘案しながら運用を行っている。
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 有価証券運用のヒストリーについて。

 資金利益について、マイナス金利政策導入以前は、相応の収益を計上していたが、マイ
ナス金利が長期化するに従い、徐々に低下。

 また、売買損益については、その時々の当社全体の損益の状況に鑑み、機動的な売却
を行った結果、大きく増減している。

 厳しい投資環境が続いたため、投資残高は一時期、約１兆円強まで減少。

 加えて、評価損益は、マイナス金利環境下、低利回りの円債や外債への投資を拡大した
結果、金利上昇を受けて損失が拡大した。
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 前述の状況を踏まえ、2024年9月にこれまでの有価証券運用について総括を実施。

 これまでは、短期目線での運用に終始し、中長期的な観点が欠如していた。

 また、地元貸出業務の信用リスクテイクを優先し、有価証券へのリスクアセット配賦は限定
的であった。

 加えて、リーマンショック以降のリスク管理強化の観点から、流動性・安全性を重視した金
利リスク中心の運用となっていた。

 こうした反省を踏まえ、中長期の観点から安定的かつ継続的に高い収益性が確保できる
ポートフォリオを再構築するべく、方針を策定するとともに、態勢を強化している。
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 有価証券ポートフォリオ計画について。

 2025年3月期の有価証券残高は1兆9,402億円、ネット利回り0.67％。

 2029年3月期までに、残高2兆円、ネット利回り1.1％超とし、安定的な資金利益が確
保できるポートフォリオを構築していく。
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 円債の運用方針について。

 現在のデュレーションは4.5年程度であり、デュレーションを現状程度とする中、ラダーポート
フォリオの構築を進め、利回りを向上させていく。

 外債の運用方針について。

 過去、固定債中心の運用であり、米国をはじめとした利上げ局面では、運用金利に対し
て調達金利が上回る「逆ザヤ」状態となったことを踏まえ、変動債を中心に投資し、安定し
た収益の獲得を目指していく。



 純投資株式、投資信託の運用方針について

 前述の通り、これまで積極的な信用リスクテイクが出来ておらず、当社グループ全体の損益
の状況を踏まえた売却益計上を行ってきた経緯を踏まえ、リスクアセットを有効活用する中、
中長期的な視点で超過リターンを狙った投資を行う。

 なお、足元においては、パフォーマンス不芳なマルチアセット型投信等を処分し、株式等の
収益性の高い株式資産等のアセットへの入替を進める。
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 DAY１で「法人ソリューション、地域開発ビジネス」、DAY２で「有価証券運用」の各種施
策をご説明させていただき、中計最終年度の親会社株主に帰属する当期純利益570億
円に向けたロードマップの一部をお示しした。

 当社グループとしては、600億円超を展望すべく、追加施策を検討しており、方針が固まり
次第、公表していく。
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